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令
和
６
年
６
月
13
日
、
吉
見
町
の
「
フ
レ

サ
よ
し
み
」
で
第
８
回
通
常
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
８
９
名
の
う
ち
、
１
８
５
名

（
書
面
含
む
）
出
席
の
も
と
、
議
長
に
は
深

谷
市
の
河
田
安
雄
総
代
が
選
任
さ
れ
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
全
10

議
案
は
慎
重
な
審
議
を
経
て
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
和
明
組
合
長
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
「
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
本
組
合
の
事
業
に
対
し
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
被
害
に
遭

わ
れ
た
皆
様
に
は
謹
ん
で
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
は
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
水
稲

の
白
未
熟
粒
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
５
日
よ
り
施
行
さ
れ
た

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
改
正
法
に
お
い
て
も
、
農

業
経
営
の
安
定
化
が
規
定
さ
れ
、

農
業
保
険
の
重
要
性
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
お
一
層
事
業
推

進
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

重
点
事
業
で
あ
る
収
入
保
険

は
、
令
和
５
年
度
に
２
０
３
８

経
営
体
の
皆
様
に
ご
加
入
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
農
業
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
、
「
農
業

共
済
事
業
」
と
「
収
入
保
険
事

業
」
の
加
入
推
進
を
引
き
続
き

強
化
し
て
参
り
ま
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
は
、
農
業

経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
、
地
域
の
組
合
員
や
経
営

体
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
役
職

員
一
体
と
な
り
一
層
の
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
。

あいさつする福田和明組合長 議長をつとめた河田安雄総代

第
８
回
通
常
総
代
会

全
議
案
を
可
決
・
承
認
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農
業
共
済
の
発
展
に
貢
献

－

令
和
５
年
度
農
業
共
済
功
績
者
表
彰

－

　

長
年
に
わ
た
り
農
業
保
険
事
業
の
運
営
と
、
組
合
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
地
区
農
業
共
済
建
物
推
進
協
議
会　
個
人
表
彰

　
中
部
統
括
管
内　
　
須　
長　
則　
明
（
東
松
山
市
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
飯　
野　
泰　
司
（
美
里
町
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
大　
熊　
一　
男
（
越
谷
市
）

埼
玉
県
農
業
共
済
組
合　
功
績
者
表
彰

【
基
礎
組
織
功
績
者
】

　
中
部
統
括
管
内　
　
新　
井　
宏　
治
（
飯
能
市
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
浅　
見　
ミ
チ
子
（
秩
父
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒　
木　
英　
司
（
熊
谷
市
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
中　
村　
米　
二
（
羽
生
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石　
井　
正　
孝
（
蓮
田
市
）

【
収
入
保
険
加
入
推
進
功
績
者
】

　
中
部
統
括
管
内　
　
安　
藤　
完　
二
（
飯
能
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内　
田　
栄　
作
（
上
尾
市
）

　
北
部
統
括
管
内　
　
室　
岡　
重　
雄
（
寄
居
町
）

　
東
部
統
括
管
内　
　
前　
島　
喜　
一
（
春
日
部
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

提
出
さ
れ
た
議
案

第
１
号
議
案　

�

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

�

令
和
６
年
度
事
業
計
画
設
定
並

び
に
事
務
費
賦
課
額
及
び
徴
収

方
法
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
支
部

長
及
び
顧
問
報
酬
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　

�

余
裕
金
預
入
先
金
融
機
関
に
つ

い
て

第
６
号
議
案　
借
入
金
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　

�

未
収
掛
金
等
債
権
の
損
金
処
理

に
つ
い
て

第
８
号
議
案　

�

農
業
共
済
組
合
監
事
監
査
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
９
号
議
案　

�

損
害
評
価
会
代
表
委
員
及
び
家

畜
診
療
所
運
営
委
員
の
承
認
に

つ
い
て

第
10
号
議
案　

�

事
業
実
施
体
制
改
善
計
画
に
つ

い
て
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■農作物共済 前年比
引受面積（a） 1,542,754 92.4%
共済金額（千円） 10,025,510 89.8%
支払共済金（円） 31,677,669

■果樹共済 前年比
引受面積（a） 4,935 91.1%
共済金額（千円） 326,386 98.5%
支払共済金（円） 7,286,600

■建物共済 前年比
引受棟数(棟) 105,423 96.8%
共済金額（千円）1,225,814,190 96.9%
支払共済金（円） 496,229,887

令和５年度　事　業　報　告

令和６年度　事　業　計　画

総共済金額　1兆2,877億円引受実績

総共済金額　1兆2,878億円引受目標

■畑作物共済 前年比
引受面積（a） 18,749 91.6%
共済箱数(箱) 28.89 71.2%
共済金額（千円） 48,200 118.3%
支払共済金（円） 8,927,233

■園芸施設共済 前年比
引受棟数(棟) 9,152 99.9%
共済金額（千円）16,732,578 94.5%
支払共済金（円）30,918,184

■農機具共済 前年比
引受台数（台） 12,323 99.8%
共済金額（千円） 26,500,230 103.0%
支払共済金（円） 100,136,860
※農機具更新共済満期支払い金を除く

■農作物共済
引受面積（a） 1,640,000
共済金額（千円） 10,673,400

■果樹共済
引受面積（a） 5,930
共済金額（千円） 393,330

■建物共済
引受棟数（棟） 106,520
共済金額（千円） 1,225,824,520

■畑作物共済
引受面積（a） 20,870
共済箱数（箱） 37.00
共済金額（千円） 56,030

■園芸施設共済
引受棟数（棟） 9,788
共済金額（千円） 16,986,918

■農機具共済
引受台数（台） 12,506
共済金額（千円） 26,023,350

■家畜共済
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 24,886
共済金額（千円） 7,725,863

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 7,288
共済金額（千円） 109,686

事
業
計
画

事
業
計
画

　

令
和
６
年
度
は
、
総
共
済

金
額
１
兆
２
，８
７
８
億
円

を
目
標
に
、
農
業
者
の
作
付

け
動
向
や
農
業
施
策
を
把
握

し
、
計
画
的
な
加
入
推
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
共

通
申
請
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
普
及

に
も
力
を
入
れ
、
組
合
員
の

利
便
性
向
上
と
業
務
効
率
化

を
目
指
し
ま
す
。

　

近
年
多
発
す
る
大
規
模
自

然
災
害
に
対
し
、
農
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た

め
、
多
様
な
農
家
・
経
営
体

の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
こ
ま
や

か
な
普
及
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

事
業
報
告

事
業
報
告

　
令
和
５
年
度
は
、
総
共
済
金
額

１
兆
２
，８
７
７
億
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
収
入
保
険
は
、
埼
玉
県
収
入
保

険
推
進
協
議
会
と
の
一
体
的
な
加

入
促
進
に
よ
り
、
加
入
経
営
体
数

の
前
年
比
が
110
・
１
％
と
増
加
し

ま
し
た
。

　
被
害
は
、
水
稲
で
７
月
上
旬
か

ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
高
温
が
続

き
、
降
水
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
干
害
な
ど
が
発
生
。
麦
、

ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
、
大
豆
な
ど
に
も

被
害
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
園
芸
施

設
は
風
水
害
な
ど
で
343
棟
、
農
機

具
は
稼
働
中
の
接
触
な
ど
で
265
台

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

■家畜共済 前年比
死
亡
廃
用

引受頭数（頭） 26,429 97.6%
共済金額（千円） 8,175,399 89.6%
支払共済金（円）70,510,679

疾
病
傷
害

引受頭数（頭） 7,823 88.3%
共済金額（千円） 119,919 89.2%
支払共済金（円）81,009,665

※

■収入保険 前年比
加入経営体数 2,038 110.1%
支払保険金（千円） 603,159 80.1%

■収入保険
加入経営体数 2,265



5

　
つ
ぼ
焼
き
芋
の
専
門
店
「
農
家
直
営　

笑
芋
」
で
は
、
焼
き
芋
の
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
の
ほ
か
、「
笑
芋
ソ
イ
シ
ェ
イ
ク
」

や
「
笑
芋
ブ
リ
ュ
レ
」
な
ど
、
焼
き
芋

を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
イ
ー
ト
イ
ン

が
で
き
ま
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
収
穫
後
１
０
０
日
以

上
か
け
て
貯
蔵
熟
成
し
、
糖
化
が
進
ん

だ
も
の
を
つ
ぼ
焼
き
に
し
て
い
ま
す
。

軟
ら
か
く
し
っ
と
り
し
た
食
感
と
甘
さ

が
特
徴
で
す
。

　
つ
ぼ
焼
き
は
、
高
さ
70
㌢
ほ
ど
の
陶

器
の
つ
ぼ
に
炭
を
入
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ

を
吊
る
し
て
焼
く
手
法
。
一
度
に
10
本

ほ
ど
し
か
焼
け
ず
、
手
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
遠
火
で
じ
っ
く
り
と
火
を
通
す

こ
と
で
し
っ
と
り
し
た
焼
き
上
が
り
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
、
就
農
５
年
目
の
舟
田
さ
ん
。

元
々
は
水
稲
と
キ
ュ
ウ
リ
を
栽
培
し
て

い
ま
し
た
が
、
６
次
産
業
化
を
目
指
し

て
、
加
工
と
貯
蔵
に
向
い
て
い
る
サ
ツ

マ
イ
モ
の
生
産
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
栽
培
の
段
階
か
ら
素
材
の
味
を
追

求
し
て
商
品
を
作
る
こ
と
は
、
生
産
者

な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。
自
宅
で
作
る

焼
き
芋
と
は
違
う
ね
っ
と
り
感
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

し
っ
と
り
甘
い
焼
き
芋
ス
イ
ー
ツ

し
っ
と
り
甘
い
焼
き
芋
ス
イ
ー
ツ

杉
戸
町
堤
根　
農
家
直
営 

笑え
み

芋い
も　

舟ふ
な

田だ　
一か

ず

希き

さ
ん
（
27
）

▲�暑い日にぴったりの
笑芋ソイシェイク

「農家直営　笑芋」
越谷市宮本町３丁目１７２-１
定休日：火曜日
営業時間：11時〜17時
※�インスタグラム
　�https://www.instagram.com/
　emi_imochan/

　　　　　　　　

　
川
越
市
の
「
小
江
戸　
南

古
谷
農
園
」
は
、
２
０
２

４
年
５
月
19
日
に
、
坂
戸
市

の
写
真
館
「
ト
リ
ト
ス
」
と

共
同
で
、
ど
ろ
ん
こ
遊
び
と

食
育
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
Ｄど

ろ

ん

こ

ｒ
ｏ
ｎ
ｃ
ｏ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
２
回
目
の
開
催
で
、
川
越

市
内
外
か
ら
訪
れ
た
親
子
連
れ
を
中
心

に
、
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

 

当
日
は
、
水
稲
栽
培
の
簡
単
な
解
説

や
ク
イ
ズ
を
し
た
後
、
水
田
に
移
動
し

て
稲
の
手
植
え
を
体
験
。
昼
食
に
は
南

古
谷
農
園
が
生
産
し
た
「
彩
の
き
ず
な
」

と
「
黒
米
」
を
使
用
し
た
カ
レ
ー
弁
当

が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
休
憩
の
後
は
、

田
植
え
体
験
の
隣
の
水
田
で
、
か
け
っ

こ
や
「
ど
ろ
ん
こ
サ
ッ
カ
ー
」
な
ど
の

企
画
を
楽
し
み
、
親
子
と
も
に
全
身
ど

ろ
ま
み
れ
に
な
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は
「
制
限
な
く
思
い
切
り

遊
ぶ
こ
と
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
成
長
、

学
び
に
繋
が
る
重
要
な
過
程
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
に

渡
っ
て
長
く
農
業
に
親
し
ん
で
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
で
本
気
の
ど
ろ
ん
こ
遊
び

田
ん
ぼ
で
本
気
の
ど
ろ
ん
こ
遊
び

川
越
市
久
下
戸　
小
江
戸 

南
古
谷
農
園　
田た

な

中か　
邦く

に

和か
ず

さ
ん
（
45
）

農農をを彩彩れれ

�▲参加者に稲苗を配る田中さん
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つなぎ資金はどういったときに利用できるの？

事故が発生し、保険金等の支払が見込まれる場合、
つなぎ資金の貸付を申請できます。

どうやって申請するの？

事故の発生連絡をする際に「つなぎ資金の貸付を希望
する」とＮＯＳＡＩへお伝えください。

申請にはどんな資料が必要？

保険金等支払概算額を計算するために必要な資料（販
売伝票等）をご提出いただきます。※ 2

申請からどれくらいで貸付を受けられるの？

申請に必要な資料をご提出いただいてから１か月程度
で指定口座へお振込みいたします。

よくあるご質問

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

収入保険
　
収
入
保
険
は
加
入
者
の
農
業
収

入
の
減
少
を
補
償
す
る
保
険
な
の

で
、
保
険
金
等
の
支
払
い
は
確
定

申
告
後
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
事
故
が
発
生
し
て
か
ら

補
償
を
受
け
る
ま
で
の
運
転
資
金

が
心
配
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
方
の
た
め
に
、
収
入
保

険
に
は
無
利
子
※
１
で
借
り
ら
れ

る
「
つ
な
ぎ
資
金
」
が
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険
を

�

検
討
中
の
皆
さ
ま
へ

※ �1 償還期限までに償還されない場合は、年 10.5% の割合で償還期限の翌日からその完済日の前日までの日数によ
り計算した延滞金を徴収します。

※ 2 必要資料をご提出いただけない等で保険金等支払概算額が計算できない場合、つなぎ資金の貸付は行えません。

「
つ
な
ぎ
資
金
」を
ご
存
知
で
す
か
？

「
つ
な
ぎ
資
金
」を
ご
存
知
で
す
か
？
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近
隣
の
方
か
ら
の
依

頼
で
農
地
を
借
り
受
け
、

経
営
面
積
が
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

　

父
の
入
院
が
き
っ
か

け
で
、
ケ
ガ
や
病
気
に

よ
る
労
働
力
低
下
の
リ

ス
ク
を
認
識
し
ま
し
た
。

現
在
は
妻
と
母
と
３
人

で
営
農
し
て
お
り
、
１

人
で
も
欠
け
る
と
予
定

通
り
に
営
農
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
近
く
を
複
数

の
河
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
に
発

生
し
た
台
風
19
号
で
は

川
越
市
の
下
流
で
堤
防

が
決
壊
し
た
た
め
、
台

風
は
特
に
心
配
で
す
。

被
害
が
発
生
し
た
場
合

は
で
き
る
限
り
の
対
策

を
講
じ
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
収
入
が
低
下
し
た

際
に
は
、
収
入
保
険
で

カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う

安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
安
く
あ
り

ま
せ
ん
が
加
入
す
る
価

値
は
あ
り
ま
す
。

　

妻
、
パ
ー
ト
２
人
と

共
に
、
ネ
ギ
７
品
種
を

季
節
ご
と
に
入
れ
替
え

周
年
で
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
３
年
３
月
に

妻
が
ケ
ガ
を
し
、
手
術

を
経
て
完
治
ま
で
に
約

６
か
月
を
要
し
ま
し
た
。

足
の
ケ
ガ
だ
っ
た
た
め
、

私
が
通
院
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
で
春
か
ら
夏
に
か
け

て
の
育
成
管
理
が
計
画

通
り
に
で
き
ず
、
年
間

の
収
量
が
３
割
ほ
ど
減

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

加
入
当
初
に
は
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
要
因

で
の
減
収
で
し
た
が
、

保
険
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
て
安
心
し
ま

し
た
。
人
件
費
や
経
営

資
金
を
確
保
し
、
営
農

を
継
続
で
き
て
い
ま
す
。

　

露
地
栽
培
は
気
象
の

影
響
を
受
け
や
す
い
の

で
、
今
後
も
加
入
し
て

様
々
な
リ
ス
ク
に
備
え

た
い
で
す
。

加
入
の
価
値
あ
り

予
期
せ
ぬ
ケ
ガ
に
対
応

勢
せ

〆
しめ

　康
こう

次
じ

さん（40）

経営内容　水稲30㌶、トマト33㌃

川越市

田
た

沼
ぬま

　唯
ただ

利
とし

さん（77）

経営内容　ネギ1.5㌶

熊谷市

加入者
の
声

　
農
業
収
入
が
下
が
る
可
能
性
が

あ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
す

ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
り
大
き

な
減
収
が
発
生
し
た
場
合
は
「
気

象
災
害
特
例
」
が
適
用
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
加
入
中
の

�

皆
さ
ま
へ

事故発生通知の際にお伺いすること
・収入減少する農作物
・事故の発生日
・事故の内容（なぜ収入減少しそうなのか）
・収入減少の割合など

事故発生時の
ご連絡はお早めに
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▲台風で大破したハウス

　
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
園
芸
施
設
の
台
風
対
策
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
台
風
は
過
去
10
年
間
で
平
均
3.5
個
が
上
陸
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な
最
大

瞬
間
風
速
や
、
降
水
量
を
観
測
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
園
芸
施
設
を
台
風
か
ら
守
る
た
め
に
、
万
全
の
対
策
で
備
え
ま
し
ょ
う
。

● �

飛
来
物
に
よ
る
被
覆
材
の
損
傷
を
防
ぐ

た
め
に
、
ハ
ウ
ス
周
辺
を
清
掃
し
、
片

付
け
て
お
く
。

● �
天
窓
や
サ
イ
ド
、
谷
間
な
ど
の
換
気
部

を
完
全
に
締
め
、
出
入
口
を
補
強
し
て

戸
締
り
を
す
る
。

● �

停
電
に
備
え
、
寒
冷
紗
設
置
な
ど
の
高

温
対
策
や
、
か
ん
水
用
の
貯
水
、
非
常

用
電
源
の
動
作
確
認
を
す
る
。

● �

強
風
時
は
、
開
口
部
や
吸
気
孔
を
塞
ぎ
、

排
気
運
転
し
て
、
減
圧
す
る
。

● �

強
風
で
倒
壊
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、

被
覆
材
を
除
去
し
て
お
く
。

年 上陸数
2014 4
2015 4
2016 6
2017 4
2018 5
2019 5
2020 0
2021 3
2022 3
2023 1

園芸施設共済

　

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
の
露
地
栽

培
を
中
心
に
、
連
棟
ハ

ウ
ス
で
は
ハ
ナ
キ
リ
ン

な
ど
観
葉
植
物
７
品
目

以
上
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン

の
一
部
を
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
で
も
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
４
年
２
月
14

日
か
ら
15
日
に
か
け
て

発
生
し
た
60
㌢
を
超
え

る
積
雪
で
は
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
が
全
壊
、
連
棟

ハ
ウ
ス
が
半
壊
の
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

ほ
ど
大
規
模
な
被
害
は

初
め
て
で
、
と
て
も
シ

ョ
ッ
ク
で
し
た
。
資
金

面
が
心
配
で
し
た
が
、

受
け
取
っ
た
共
済
金
が

撤
去
と
再
建
の
支
え
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
農
業
資
材
が

総
じ
て
高
騰
し
て
い
る

の
で
、
い
ざ
と
い
う
時

の
補
償
が
特
に
必
要
だ

と
感
じ
ま
す
。
今
後
も

農
地
を
守
り
つ
つ
、
高

品
質
の
作
物
を
生
産
し

て
い
き
た
い
で
す
。

大
雪
で
全
壊

飯
いい

島
じま

　和
かず

憲
のり

さん（69）

経営内容　観葉植物25㌃、露地野菜８㌶

台
風
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

台
風
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

直
前
の
対
策

直
前
の
対
策

※
気
象
庁
デ
ー
タ

過
去
過
去
1010
年
間
の
台
風
上
陸
数

年
間
の
台
風
上
陸
数

本庄市
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建
物
共
済
の
特
約
を
2
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。
気
に
な
る
特
約
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
選
択
し
た
給
付
割
合
に
応
じ
、
臨
時
の
費
用
と
し
て
損
害
共
済
金
に
上
乗

せ
し
て
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
1
事
故
に
対
し
て
２
５
０
万
円
が
限
度

　
共
済
事
故
に
よ
り
居
住
者
が
２
０
０
日
以
内
に
死
亡
ま
た
は
後
遺
障
害
を

被
っ
た
と
き
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
２
０
０
万
円
が
限
度

※
自
然
災
害
に
よ
る
損
害
は
対
象
外

　
損
害
額
が
30
万
円
以
下
の
場
合
、
加
入
割
合
に
関
わ
ら
ず
30
万

円
を
限
度
に
損
害
額
を
全
額
お
支
払
い
し
ま
す
。

※
地
震
等
に
よ
る
損
害
は
対
象
外

建物共済
１ 

臨
時
費
用
共
済
金

2 

死
亡
・
後
遺
障
害
費
用
共
済
金

特約なし

特約あり

再建築価額が3,000万円の住宅を、共済金額1,000万円で総合共済に
加入し、降ひょうにより屋根に20万円の被害を受けた場合。

物件や加入金額にかかわらず一律で、上記金額が、基本掛金にプラス
されます。基本掛金は、小損害実損てん補特約の掛金率が適用されます。

掛金は
火災共済・・・860円　　総合共済・・・2,360円

※�損害額が30万円以上であっても、通常の加入割合で算出した損害共済金額が
限度額の30万円未満となる場合は、30万円のお支払いとなります。
※１建物の加入共済金額の合計が1,000万円以上で加入できます。

共済金＝（20万円－1万円）×  　　　　　≒ 1,000万円
3,000万円

共済金＝ 20万円

6万3千円
※免責

建
物
共
済
安
心
の
特
約

支　払　例

ご
存
知
で
す
か
？

臨
時
費
用
担
保
特
約

オ
ス
ス
メ
❶  

臨
時
の
出
費
に
備
え
る
！

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約

オ
ス
ス
メ
❷  

わ
ず
か
な
掛
金
で
補
償
拡
充

給
付
割
合
は

 

　
30
％
、
20
％
、
10
％ 

か
ら
選
択
で
き
ま
す
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水
稲
共
済
に
加
入
の
皆
様
へ
「
水

稲
共
済
引
受
内
容
確
認
書
兼
変
更
届

出
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
内
容
を

確
認
い
た
だ
き
、
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
引
受
内
容
が
誤
っ
て
い
た
場
合
、

共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

本　　　所 〒330-0835　さいたま市大宮区北袋町1-340　℡ 048-645-2141

家畜診療所 〒360-0843　熊谷市三ヶ尻322（北部統括支所内）　℡ 048-598-7490

中部統括支所 北部統括支所 東部統括支所
〒350-0011　川越市大字久下戸3523-1

℡ 049-235-8711
〒360-0843　熊谷市三ヶ尻322　

℡ 048-533-8030
〒361-0012　行田市大字下須戸913　

℡ 048-559-1588
東松山支所 本庄支所 宮代支所

〒355-0035　東松山市大字古凍28-1
℡ 0493-22-0655

〒367-0046　本庄市栄3-8-20　
℡ 0495-21-0255

〒345-0831　宮代町大字須賀700-1　
℡ 0480-32-1015

上尾支所 秩父支所 越谷支所
〒362-0005　上尾市大字西門前523-1

℡ 048-779-6911
〒368-0013　秩父市永田町1-8　

℡ 0494-22-0647
〒343-0011　越谷市増林2-82　

℡ 048-965-7251

連絡先

　
梅
雨
の
影
響
に
よ
り
、
病
虫
害
及

び
裂
果
等
の
被
害
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
収
穫
途
中
で
の
被
害
申
告
は
、
適

正
な
損
害
評
価
が

で
き
な
い
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
お
気

づ
き
の
際
は
早
め

の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
近
年
、
「
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
」
の
発

生
が
増
え
て
い
ま
す
。
被
害
を
受
け

る
と
不
稔
籾
や
斑
点
米
が
生
じ
、
減

収
・
品
質
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
穂
期
を
迎
え
る
の

で
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
を
確
認

し
防
除
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

特
徴

　
大
型
・
黄
褐
色
で
背
の
両
側
に
白

色
帯
を
持
つ
カ
メ
ム
シ
で
す
。

　

７
月
上
旬
頃
か
ら
水
田
に
飛
来

し
、
出
穂
期
頃
か
ら
発
生
が
増
え
ま

す
。

　
近
づ
く
と
穂
や
葉
の
裏
側
に
隠
れ

た
り
飛
び
去
り
ま
す
。

　
盛
夏
期
は
朝
の
う
ち
に
水
田
を
観

察
す
る
と
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
確
認

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

薬
剤
防
除
の
時
期

　
１
回
目
は
出
穂
期
～
穂
揃
い
期
に

不
稔
の
防
止
・
低
減
の
た
め
、
必
ず

行
い
ま
す
。

　
２
回
目
は
穂
揃
い
期
の
７
～
10
日

後
に
斑
点
米
の
防
止
・
低
減
の
た
め

行
い
ま
す
。

　
詳
し
い
防
除
に
つ
い
て
は
、
お
近

く
の
県
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
や
県
病

害
虫
防
除
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
の
発
生
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▲イネカメムシによる
斑点米 

▲葉に止まる成虫 ▲幼虫㊧３頭と成虫㊨端

▲晩腐病が発生したブドウ

NOSAIからの
お知らせ

  

水
稲
共
済

「
水
稲
の
作
付
内
容
」
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

  

果
樹
共
済

被
害
申
告
は

�

お
早
め
に
！
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受
精
卵
の
使
用
を
仲
介

　

「
良
い
系
統
の
和
牛
が
い
る
の

で
、
受
精
卵
採
卵
に
興
味
が
あ
る
。

で
も
自
農
場
の
牛
へ
の
移
植
だ
け
で

は
使
い
切
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い

…
」
と
い
う
方
で
も
、
家
畜
診
療
所

で
は
、
受
精
卵
を
お
預
か
り
し
、
他

農
家
で
の
借
り
腹
利
用
や
、
販
売
利

用
の
仲
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｆ
１
の
市
場
価
格
下
落

に
苦
慮
し
て
い
る
酪
農
家

の
方
も
、
和
牛
の
受
精
卵

移
植
は
子
牛
販
売
収
入
を

増
や
す
手
段
と
し
て
期
待

で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
下
記
連
絡
先
ま
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

● �

優
良
な
系
統
の
和
牛
を
効
率
的
に
生
産

し
た
い

● �

生
産
能
力
が
高
い
乳
牛
の
後
継
を
残
し

た
い

こ
ん
な
方
に
お
す
す
め

▲和牛からの受精卵回収

▲回収した受精卵

さ い た ま

散歩
Saitama   Sanp

o

　ハイキングでリフレッシュできる
「皇鈴山」をご紹介します。

達
成
感
の
先
に
あ
る
絶
景

　
東
秩
父
村
は
、
県
西
部
に
位
置
す
る
「
埼

玉
県
唯
一
の
村
」
で
す
。
総
面
積
の
約
8
割

を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
東

秩
父
村
で
、
季
節
ご
と
に
咲
く
花
々
や
、
鳥

の
さ
え
ず
り
に
癒
さ
れ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

い
く
つ
か
あ
る
コ
ー
ス
の
中
で
も
、

今
回
は
皇
鈴
山
を
紹
介
し
ま
す
。
標
高

６
７
８
・
４
ｍ
と
比
較
的
低
山
な
の
で
登
山

初
心
者
の
方
に
も
お
す
す
め
で
す
。
頂
上
に

あ
る
展
望
台
か
ら
は
、
見
渡
す
限
り
広
が
る

関
東
平
野
を
一
望
で
き
、
空
気
が
澄
ん
で
い

れ
ば
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
美
味
し
い
空
気
と
絶
景
に
心
身
と

も
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

　
村
の
観
光
サ
イ
ト
に
は
こ
の
他
に
も
様
々

な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
自
身
の
足
で
東
秩
父
の
魅
力
を
発
見

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲眼前に広がる関東平野 ▲頂上からの景色

皇み

鈴す
ず
山や
ま

in 東秩父村

皇鈴山展望台
東秩父村大内沢1942
バス　内出バス停下車　２時間
　　　大宝バス停下車　２時間

※�お越しの際は公共交通をご利
用ください。詳細、その他の
ハイキングコ
ースは、こち
らをご確認く
ださい▶

東秩父村観光サイト
（http://www.higashichichibu.jp）

連絡先　家畜診療所
TEL　048-598-7490

牛
の
採
卵
事
業
の
ご
案
内

診療所
だより

診療所だより❶
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第
2
9
号
　
2
0
2
4
年
7
月

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://nosai-saitam

a.or.jp/
発
行
　
埼
玉
県
農
業
共
済
組
合

〒330−0835　さいたま市大宮区北袋町1丁目340番地
　　　　　　ＮＯＳＡＩ埼玉　広報係　行

宛先としてハガキに貼って活用してください。

N
O
S
A
I
さ
い
た
ま

応
募
方
法

　　

�

は
が
き
に
①
答
え
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番
号
⑦
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ
の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
要

望
な
ど
を
記
入
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　
　
〒
３
３
０

−

０
８
３
５

　
　

�

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区

　
　
北
袋
町
１
丁
目
３
４
０
番
地

　
　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
埼
玉
広
報
係  

宛

締
切
り

　
　
令
和
６
年
９
月
30
日
㈪　
当
日
消
印
有
効

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
様
に
、
寄
居
町
の
荻
野

商
店
の
「
寒
熟
寄
居
蜜
柑
ジ
ュ
ー
ス
」
２
本
セ
ッ
ト
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

　
当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■ 

組
合
広
報
紙 

第
27
号
の
答
え

　
答
え　

火
傷

　
応
募
総
数　

２
５
６
通

お
楽
し
み
ク
イ
ズ

表
紙
の
家
族

右
か
ら　
　
　
新あ

ら
井い　
清き

よ
子こ

さ
ん
（
76
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
正ま
さ

夫お

さ
ん
（
79
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊と
し

洋ひ
ろ

さ
ん
（
51
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
恵め
ぐ

美み

さ
ん
（
48
歳
）

　
小
鹿
野
町
両
神
の
新
井
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
27
㌃
で
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
「
秩
父
き
ゅ
う
り
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
昼
夜

で
寒
暖
差
が
あ
る
環
境
と
、
澄
ん
だ
水
で
栽
培
し
た
秩
父
き

ゅ
う
り
は
味
が
濃
く
、
香
り
が
良
い
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
有
機
質
の
土
作
り
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
堆
肥
や
、
１
年

か
け
て
発
酵
さ
せ
た
椎
茸
の
菌
床
な
ど
を
混
ぜ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
か
ら
は
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
防
除
に
、
天
敵
の
ス

ワ
ル
ス
キ
ー
カ
ブ
リ
ダ
ニ
を
導
入
し
、
農
薬
を
３
割
減
ら
す

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
俊
洋
さ
ん
は
「
安
全
で
、
安
心
し
て
食
べ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
作
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
秩
父
き
ゅ
う
り
を
た
く
さ

ん
の
人
に
食
べ
て
欲
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

右
か
ら　
　
　
新あ

ら
井い　
正ま

さ
夫お

さ
ん
（
79
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
俊と
し
洋ひ

ろ
さ
ん
（
51
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
清き
よ
子こ

さ
ん
（
76
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
恵め
ぐ
美み

さ
ん
（
48
歳
）

たくさんの
ご応募

ありがとう
ございました。

通常はがき料金は63円です。

組
合
員
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
合
の
運
営

に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

●�

梨
生
産
農
家
で
す
。
交
配
も
全
量
自
家
花
粉
で
無
事
終
わ
り
、

摘
果
新
梢
管
理
作
業
の
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
収
入
保
険

に
加
入
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

�
80
代
　
男
性
Ｋ
さ
ん
（
久
喜
市
）

●�

表
紙
の
吉
野
茶
園
さ
ん
に
以
前
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
と
て

も
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。

70
代
　
男
性
Ｓ
さ
ん
（
日
高
市
）

●�

我
が
家
の
一
品
の
コ
ー
ナ
ー
の
料
理
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！

�

70
代
　
女
性
Ｈ
さ
ん
（
小
川
町
）

●�

林
ぶ
ど
う
園
の
焼
き
菓
子
が
ど
れ
も
お
い
し
そ
う
で
す
。
干

ブ
ド
ウ
を
入
れ
た
焼
き
菓
子
が
気
に
な
り
ま
す
。

�

80
代
　
女
性
Ｋ
さ
ん
（
上
尾
市
）

●�

毎
号
、
県
内
の
情
報
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

70
代
　
男
性
Ｏ
さ
ん
（
熊
谷
市
）

●�

毎
回
色
々
な
情
報
を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
で
す
。

広
報
紙
を
み
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

�

70
代
　
男
性
Ｙ
さ
ん
（
小
鹿
野
町
）

●�

寄
居
の
雀
宮
公
園
の
入
口
の
写
真
は
す
て
き
で
す
ね
。
敷
地

の
景
色
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

�

70
代
　
女
性
Ｆ
さ
ん
（
加
須
市
）

今
後
と
も
、
ご
意
見
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
４
８
－
６
４
５
－
２
１
４
１

問 

題  �　
○
○
○
に
入
る
文
字
は
何
で
し
ょ
う

　
○
○
○
に
入
る
文
字
は
何
で
し
ょ
う
？？

　　

��

収
入
保
険
で
、
事
故
が
発
生
し
て
か
ら

収
入
保
険
で
、
事
故
が
発
生
し
て
か
ら

補
償
を
受
け
る
ま
で
の
運
転
資
金
を
借

補
償
を
受
け
る
ま
で
の
運
転
資
金
を
借

り
ら
れ
る
制
度
は
〇
〇
〇
資
金

り
ら
れ
る
制
度
は
〇
〇
〇
資
金

　�

ヒ
ン
ト
は
６
ペ
ー
ジ

ホームページでも
回答
受付中!


